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清
ら
か
な
碧
水
の
心
を
育
て
る
た
め
に

碧 水 だ よ り

碧
水
小
学
校
で
は
国
語
の
勉
強
や
人
権
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

。
６
月
は

、
３
つ
の
学
級
で
研
究
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た

。
国
語
で
は

、

「
話
し
方
名
人
・
聞
き
方
名
人

」
を
目
指
し
ま
す

。
人
権
教
育
で
は

、
自
分
も
友
達
も
大
切
に

で
き
る
人
を
目
指
し
て
い
ま
す

。
知
識
だ
け
で
な
く

、
生
き
て
働
く
力
に
育
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

研
究
授
業
１
年
１
組

研
究
授
業
２
年

研
究
授
業
５
年
１
組

国
語
「
す
き
な
も
の
、
お
し
え
て
」

道
徳
「
友
達
の
こ
と
を
考
え
て
」

国
語
「
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
名
人
に
な
ろ
う
」

①これまでの学習計画表と
③担任出演のビデオをモデルにし
て

②インタビューのよい点、
　　むずかしい点から考え

④
　
イ
ン
達
ポ
イ
ン
ト

　
　
３
バ
ー

ジ

ョ
ン
か
ら

本時の学習のめあてが決まります。

学
習
の
め
あ
て
が
決
ま
る
と

、
子
ど
も
た
ち
は
主
体
的
に
・
能
動
的
に
学
習
に

取
り
組
み
ま
す

。

方
法
を
話
し
合
い

、
練
習

、
録
音

。
そ
れ
を
聞
い
て
は

、
班
ご
と
に
自
己
評
価

田
上
先
生

赤
尾
先
生

古瀬先生と嶋田先生の絶妙な掛
け合いで、学習のめあてが「おは
なばたけをすきすきばなでいっぱ
いにしよう」ときまりました。押しつ
けでなく、自然と決まりました。

自分の伝えたいこと
を、どのように話すか
を考えます。先生方の
ヒントはとても参考にな
ります。

二人組の相手に質問したこと・聞き
取ったことをみんなの前で報告しま
す。一つのお花に先生が書いてくれま
す。たくさんお花が並んで、「大好き
村」にお花畑ができあがります。

「てつぼうきらい」という道徳資料の前半部分で「とんがりことばをいわれた
らいやなきもちになります」という勉強をしました。今日は後半部分を読ん
で、「てつぼうをがんばろう」と思った主人公の気持ちの変化を考えることに
しました。その気持ちは、友達の優しい言葉かけに秘密がありました。周り
のみんなを優しくする言葉、元気づける言葉を２年生では「ふわふわことば」
と決め、ふだんから「ふわふわことば」を使うことにしました。

「ふわふわことば」を言われた
経験を思い出しました。それ
を花のカードに書いて、先生
から広用紙に貼ってもらいま
す。大きなふわふわのお花畑
ができていきます。

古
瀬
先
生

嶋
田
先
生

校内大研
５年１組
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晴
れ
の
ち
雨
！

七
月
の
生
活
目
標

校
内
童
話
発
表
会

◎
○
印

学
校
代
表
者

で
も
が
ん
ば
っ
た
臨
海
学
校
（
五
年
生
）

水
俣
市
・
芦
北
町

ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
を
な
ら
べ
よ
う

低
学
年
の
部
発
表
者

碧
水
小
学
校
三
つ
の
運

一
年

か
○
○
○
○
○
○

六
月

二
十
一
日
（
木
）
か
ら
二
十
二
日
（
金
）
に
か
け
て
、
五
年
生
四

動
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

き
○
○
○
○
○

十
九
名
の

臨
海
学
校
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
は
、
快
晴
。
予
定
し
た
熊

「
学
校
美
化
運
動
」「
事

高
○
○
○
○
○

本
県
環
境

セ
ン
タ
ー
、
水
俣
病
資
料
館
等
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
水
俣
病

故
ゼ
ロ
運
動
」
で
す
。

や
○
○
○
○
○
○

の

語

り

部
さ
ん
の
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
強
く
生
き
よ
う
と
す
る
姿
に
学

学
校
美
化
に
か
か
る
「
ト

二
年

く
○
○
○
○
○

ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
水
俣
市
は
、
水
俣
病
の
教
訓
に
新
し

イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
並
べ
」

山
○
○
○
○
○

く
、
環

境
都
市
と
し
て
再
生
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス

が
七
月
の
生
活
目
標
で

わ
○
○
○
○
○

な
ど
、

４
Ｒ
の
理
念
が
市
内
至
る
所
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
夕
方
、

す
。
下
の
女
子
ト
イ
レ

三
年

岩
○

○
○

宿
泊
地

で
あ
る
「
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
」
に
到

も
左
の
男
子
ト
イ
レ
も

若
○
○
○
○

着

し

、

夕
食
と
お
風
呂
の
後
、
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
（
い

ど
ち
ら
も
低
学
年
の
ト

工
○

○
○

わ
ゆ
る
肝

試
し
）
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

イ
レ
の
様
子
で
す
。（
六

◎
恵

○
○

口
々
に
た
い

し
た
こ
と
な
い
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、

月
上
旬
撮
影
）

高
学
年
の
部
発
表
者

引
率
の
先
生
た
ち
が
途
中
途
中
の
ポ
イ
ン
ト
で
変
装
し
て
待
機
し
て

こ
の
よ
う
に
、
ス
リ

四
年

山
○
○
○
○

い
ま
し
た
の
で
、
内
心
は
と
て
も
怖
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ッ
パ
が
き
ち
ん
と
並
ん

城
○

○
○

二
日
目
は
、
朝
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨
が
降
り
出
し
、
ペ
ー
ロ
ン
船

で
い
る
と
、
と
て
も
気

河
○

○
○

の
競
争
は
あ
い
に
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
早
め
に
海
水
浴
。

持
ち
よ
く
勉
強
す
る
こ

五
年

高
○

○
○

３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
泳
ぎ
ま
し
た
。
砂
遊
び
も
し
ま
し
た
が
、

と
が
で
き
ま
す
。

谷
○

○
○

や
や
肌
寒
く
、
海
を
満
喫
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

家
庭
で
も
家
族
全
員

宮
○
○
○
○

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
飾
り
物
を
作
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

の
く
つ
並
べ
を
さ
せ
て

○
森

○
○

行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
も
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
め
ま
し
た
。

雨
の
中
の
海
水
浴

み
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。

江
○

○

六
年
◎
西
○

○
○

読
み
聞
か
せ
の
会

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

い
き
い
き
芸
術
体
験
教
室
（
能
楽
）

甲
○

○

六
月
十
四
日
（
木
）
読
み
聞
か
せ

ま
し
た
。
と
て
も
上
手

六
月
二
十
六
日
（
火
）

國
○
○
○
○

の
会
（
ア
ッ
プ
ル
）
の
五
名
の
方
が
、

に
で
き
て
い
ま
し
た
。

「
い
き
い
き
芸
術
体
験

本
校
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
読
み

ま
た
下
級
生
も
一
所
懸

教
室
」
が
開
か
れ
、
乙

（
六
月
二
十
九
日
・
金
）
童
話
発
表
会
が
行

聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

命
に
聞
い
て
い
ま
し

姫
小
学
校
の
子
ど
も
と

わ
れ
ま
し
た
。
各
学
級
ご
と
の
発
表
会
で
右
の

低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
と
そ

た
。
こ
れ
か
ら
も
学
校

本
校
の
子
ど
も
た
ち
が

人
が
選
ば
れ
、
体
育
館
に
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

れ
ぞ
れ
の
学
年
に

あ
げ
て
読
書
活
動
の
推

日
本
古
来
の
芸
術
で
あ

低
学
年
の
部
で
は
、
一
年
生
の
か
わ
い
い
発

あ
っ
た
内
容

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

る
能
楽
を
堪
能
し
ま
し

表
あ
り
、
二
年
生
の
長
い
話
へ
の
挑
戦
あ
り
、

で
子
ど
も

た
。
写
真
の
中
央
「
シ

さ
す
が
三
年
生
は
、
声
色
を
使
い
分
け
る
な
ど

た

ち

も

聞

図
書
委
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

テ
」
を
努
め
る
狩
野
琇

見
事
で
し
た
。

き
入
っ

鵬
さ
ん
は
、
そ
の
前
々

高
学
年
の
部
で
は
、
ど
の
発
表
者
も
甲
乙
付

て

い

ま

日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
公
演
を
し
て
い
た
ば
か
り

け
が
た
く
、
話
の
長
さ
、
時
間
、
早
さ
、
抑
揚
、

し
た
。

で
し
た
が
、
見
事
な
立
ち
居
振
る
舞
い
を
披

こ
わ
色
な
ど
す
ば
ら
し
い

本
校
で
は

露
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
在
住
の
国
際
的
な
狩

で
き
ば
え
で
し
た
。

国
語
の
研
究
指
定
を
受
け
、「
話
す
・
聞
く
」

野
さ
ん
で
す
が
、
熊
本
の
子

低
・
高
学
年
か
ら
各
一

こ
と
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
て
い
ま
す
が
、

ど
も
た
ち
に
能
楽
の
よ
さ
を

名
が
郡
市
大
会
（
◎
）
へ

子
ど
も
た
ち
の
聞
く
態
度
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
本

伝
え
た
い
と
昨
年
度
か
ら
県

出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
高

に
ふ
れ
、
心
に
栄
養
を
注
ぎ
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

内
七
〜
八
箇
所
で
こ
の
教
室

学
年
か
ら
も
う
一
名
が
市

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

を
し
て
い
ま
す
。
衣
装
や
面

の
図
書
館
祭
（
○
）
に
出

こ
れ
に
先
立
ち
、
六
月
七
日
（
木
）
に
は
、
図
書
委
員
会
に
よ

を
つ
け
た
上
級
生
の
様
子
を

場
し
ま
す
。
代
表
と
し
て
、

る
低
・
中
学
年
へ
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

見
て
、
低
学
年
の
子
ど
も
た

頑
張
っ
て
く
れ
る
も
の
と

班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
あ
っ
た
内
容
の
本
を
選
ん
で

ち
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

ご
案
内
・
・
・
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
に
碧
水
小
学
校
六
年
生
が
出
演
し
ま
す
。
八
月
五
日
（
日
）
と
八
月
十
二
日
（
日
）
の
二
日
間
。
午
前
十
時
か
ら
十
時
半
。「
美
子
の
ラ
ジ
っ
子
ク
ラ
ブ
」
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